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JICA 理解１day プログラム 
概要及び応募方法 

JICA理解１day プログラムにご関心をお寄せ頂きありがとうございます。 

プログラムの概要及び応募方法につき、以下をご確認ください。 

 

 

■開催趣旨 

「もっと世界や社会がこうなったら良いのに」「どうやったら課題解決ができるのか」 

貧困、気候変動、難民、食糧危機… 

世界には多くの社会課題が存在しています。 

 

刻一刻と変化するこの世界・社会に積極的に関わっている JICAは、これらの課題をどう見ているの

か。そして、どんな理想に向けて取り組んでいるのか。 

 

今夏の「JICA 理解 1day プログラム」は、国際協力における JICA のミッションや役割の多様性、公的

機関だからこそ携わることのできるダイナミックな協力プロジェクトや職員の仕事やライフキャリア

について、理解いただくことを目的に実施します。 

国際協力に関する 7つの切り口をテーマとして設けます。 

 

みなさまが興味のあるテーマにおいて、開発途上国にはそもそもどのような課題が存在するのか、こ

れら課題の解決のためにどのようなアプローチが可能なのか、JICA で同テーマに実際に取り組む職員

から学び、グループワークを通じて一緒に・自分なりに考えることで、JICA の取組みの今後の展望

や、職員が仕事を通じて大事にしている視点を感じていただけるプログラムとなります。 

 

国際協力に関わらず、海外で働くことに関心のある方、国内の社会課題解決に関心がある方のご応募

も、大歓迎です。みなさまのご応募をお待ちしております。 

 

※本プログラムは JICA の仕事・キャリアへの理解促進を目的としており、同プログラムへの応募・

参加の有無は、JICAの職員採用選考とは関係ありません。 

 

■開催日程（記載の日時は全て日本時間となります） 
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以下のいずれか１つの日程にご参加頂きます。ご希望の日程・テーマについて、最大第 5希望まで、エ

ントリーシートに希望を記載下さい。 

※複数希望頂くと、いずれかのご希望に沿える可能性が高まります。 

※希望するテーマに関し、日時・形式が参加可能であることを必ず確認ください。グループワークがあ

るため、オンラインの回もカメラ・マイクオンでご参加頂ける環境（zoom を想定）を確保ください。 

 

実施回 日程 時間 テーマ（JICA×●●） 形式 
備考（※内容は変更となる可

能性があります） 

第1回  
8 月 20 日

（水） 

14:30-

17:00  

JICA×南アジア社会変革型

開発協力 
オンライン 

JICA 最大規模の協力実績を

誇る南アジア。鉄道、空港、

港などインフラ事業が、人の

意識や行動をどのように変

えるのか？インド、バングラ

デシュの事例を元に考えて

みましょう。 

第2回  
8 月 26 日

（火） 

14:30-

17:00 
JICA×障害主流化 オンライン 

世界の 6人に 1人が障害者で

ある中、国際協力事業に裨益

または参画している障害者

はどのぐらいいるでしょう

か？誰ひとり取り残さない

世界の実現に向けて、「障害」

を主流化していくために何

ができるか考えます。 

第3回  
8 月 27 日

（水） 

10:30-

13:30 

JICA×安全な水へのアクセ

ス 
対面（東京） 

蛇口をひねったらいつでも

喉をうるおせるのは当たり

前なんだろうか？世界の水

供給の状況から国際協力に

ついて一緒に考えましょう。  

第4回  
9 月 2 日

（火） 

14:30-

17:00 
JICA×中南米～地域協力～ オンライン 

JICAの職員として、自分の担

当国で来年実施したいプロ

ジェクトを考えてみましょ

う。 

第5回  
9 月 3 日

（水）  

13:00-

16:00 

JICA×デジタルイノベーシ

ョン 
対面（東京） 

国際協力の現場に、デジタル

技術が入ったら？ICT、AI、デ

ータ、共創…未来の国際協力

を構想してみましょう。 

第6回  
9 月 5 日

（金） 

10:30-

13:30  

JICA×中南米～スタートア

ップ～ 
対面（東京） 

JICAの担当者になって、自分

の担当国の課題を スタート

アップとどう解決したいか・
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できるかを考えてみましょ

う。 

第7回  
9 月 11 日

（木） 

13:00-

16:00  
JICA×外国人材受入支援 対面（東京） 

JICA はこれまでの開発途上

国への支援で培った各国と

の信頼関係や人間の安全保

障の取り組みの経験を活か

し、外国人材受入れ・多文化

共生における取組を進めて

います。JICA 職員として何が

できるか、考えてみましょ

う。 

 

 

■プログラム内容 

・国際協力及び JICA の概要を知る。 

本プログラムの冒頭に、国際協力及び JICA事業の説明を行います。 

・テーマに関して、JICA が捉える「課題」を知る。 

 当日のプログラムには、同テーマに実際に業務を通じて関わる職員が参加します。開発課題の現場に

接する職員からのレクチャーを聞いた上で、同テーマにおける「問い」について考え・議論する簡単

なグループワークを通じて、課題に対する理解・洞察を深めていただきます。 

・テーマに関する JICA の取組みや今後の展望を知る。 

JICAがどのような取組みを行っているのか、今後の展望、職員が関わるプロジェクトの実例などをご

紹介します。 

・テーマに取り組む職員の業務やキャリアを知る。 

 座談会形式にて職員の具体的な業務やキャリアについて質疑応答頂く時間を設けます。 

・【対面回のみ】JICA オフィスツアー 

 JICA麹町本部（JICA×外国人材受入支援のみ JICA 竹橋本部）の雰囲気を感じていただくために、簡

単なオフィスツアーを実施する予定です。 

 

■応募資格 

・大学生、大学院生（学年不問） 

・希望する日程に参加でき、国際協力・参加テーマに関し学びたいという熱意がある方 

※応募者多数の場合、エントリーシートによる選考を行います。その際、27年新卒対象者を優先させて

頂きます。 

＊参加テーマに関する専門性・経験を現時点でお持ちでない方も応募いただけます。 

 

■参加者数 

対面回：40名、オンライン回：120 名を予定 

 

■応募方法（エントリーシート） 
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選考方法 エントリーシート 

受付期間 2025年 7月 3日（木） ～ 2025年 7月 28日（月）12:00 

提出方法 マイページから入力・登録してください。 

選考結果 2025年 8月 12日（火）までに、マイページより結果を通知いたします。 

ご注意 

✓ 期限の 7月 28日（月）12:00までにエントリーシート登録を完了していること

が選考の条件になります。 

✓ 「一時的に保存する」ボタンを利用して、7月 28日（月）12:00までは内容の

修正が可能です。 

✓ 「登録」ボタンを押した時点で提出となり、その後の修正はできません。 

✓ 「一時的に保存する」ボタンを利用して一時保存を行った場合は、「未提出」

の状態ですので、必ず修正後に「登録」ボタンより登録し、「提出」の状態に

なっていることを確認してください。 

✓ 締切直前はアクセスが集中し、登録しにくくなることがございますので、時間

に余裕を持ちご登録ください。 

■留意事項 

1. 応募案内、結果通知はすべてマイページを通じてご連絡します。 

2. 選考結果に関する個別の照会には一切お答えできませんので、予めご了承ください。 

3. 本プログラムご参加にあたっての交通費・宿泊費等は自己負担となります。 

4. プログラムは現時点のものであり、当日までに変更の可能性がございます。 

5. 不明点がある場合は、マイページの TOPにございます、「お問い合わせ」よりご連絡ください。 

 

■参考ＵＲＬ 

○JICA HP：https://www.jica.go.jp/activities/index.html 

○JICA採用 HP：https://www.jica.go.jp/recruit/shokuin/index.html 

○JICA紹介動画：https://www.youtube.com/watch?v=xz9wF87Xoho 

 

以上 
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